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Ⅰ．基調講演  

2．英国のThe．Royaf Nationa］Col］ege of   

Blindnessを訪問して  

砂田向壱  

（九州大学大学院芸術工学研究院特任教授）  

砂田 本日の開催に際しまして加我先生には大変なご尽力をいただきました。先ずは  

御礼申し上げます。どうもありがとうございました。今日は第5回でございますが、  

第4回の感覚器研究会会議の開催を九州大学で担当させていただきました。そのとき   

お世話をさせていただいたご緑で、このたびの第5回目を加我先生にエールを送り、   

開催いただきました。  

それでは、本題の説明に入ります。RNCロイヤル■ナショナル・カレッジ・フォ   

ー・ザ・ブラインドというイギリスの大学を訪問しました。この大学の視察が今後の   

感覚器教育の参考になれば幸いです。  

まず、RNCがどこにあるかを説明します。へレフオードと言って、ここですね。ロ   

ンドンから、2時間ぐらい、いや3時間ぐらいかかりますね。僕はパリから入ったもの   

ですから、パリからフライピーという小さな会社の飛行機に乗ってカーディフに着き   

ました。ウェールズ地方の首都といいますか、カーディフ空港に着いて、そこから車   

でカーデイプセントラル駅に行って電車に乗り換え、ヘレンフォードの駅まで行きま  

した。そこは、ほんとに小さな町なんですね。そこに「ハリーポッター」に出てくる  

ような学校があるわけです。  

これは1872年の3月1日に、慈善家トーマス・ローズ・アーミテージ博士とアメリ   

カ人フランシス・ジョセフ・キャンベルの2人によって設立されたということが記録   

されております。で、正式には王立という、ロイヤルという冠が付けられるようにな  

ったのは、1909年のことです。フランシス・キャンベルはエドワード7世によりナイ  

ト爵位が与えられ、現在はイギリス皇太子チャールズがパトロンを務めることで、非  

常に歴史ある学校です。もともとは教員養成を目的に作ったということです。ご緑な  

のかどうかわかりませんが、マーキス・キャンベルさんという方が、筑波才支術大学に  

来られて講演なさっている同じキャンベルさんという名前の方で、RNC創設者のご一  
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族じゃないかという感じもいたします。  

もともと病院に視覚障害児がほとんどいなかったということから、こういう慈善家  

によってRNC前身の学校が設立されたということです。  

「カレッジ」って書tモ予てあれば、日本人的な感覚で言うと単科大学ということに直  

訳してしまいますけど、＼ちょつと違ってまして、専門学校でもなくて、分類で言うと  

専門大学に進学するための準備学校なのです。上級の学校に行くための、高等学校以  

上を出て準僻する、もっと勉強したい、もっといろんな職業的な幅を広げたいという  

人たちが、こちらの学校にたくさん来られているそうです。ここに移転されたという  

のは1978年だそうですけれど、このへレフオードというところに非常に立派な建物が  

ある学校であります。   

そして、設立時のそういう哲学が今でも、進行形で続いている。また、生活技術習  

得ができるということで自立をするというか、人間の尊厳にかかわる問題ですが、そ  

ういうことをしっかり教えていこうと世界に門戸を開いた教育理念は素晴らしいと思  

いました。  

カレッ．ジの規模は非常に小さい学校です。敷地面積は大変広いのですが小さい学校  

です 

りとか、スポーツの選手にコーチングをするという学問領域を作ったりするというこ  

とで、40億円かけて大きな体育館を造るという計画を教えていただきました。  

ボランティアのスタッフが目につきました。これは各国からインターンシップで  

RNCに来た大学生です。1年中、常時EU圏から学生さんが来られる。それから、全  

寮制でして、そのうち、留学生が20から30％おられる。多いときには半分ぐらい留  

学生がいるそうですが、例えばアラブのある王族のお嬢様が留学しました。王女様で  

すね。ということ亡なれば、多額の寄付を置いてご卒業なさるということで、財源の  

ほとんどは政府の補助金ではなくて寄付だそうです。収入としてはあまり大したこと  

はないんですよ。15億円ほどの予算を全部寄付でまかなっているそうです。  

1年に1回、チャールズ皇太子が来られて、他にもさまぎまな貴族、パトロンが来ら  

れてパーティーをする。それは、卒業の目に来られるんだそうです。で、毎回こうい  

うメンバーですが、学校の運営をチェックして寄付を募っています。サウジアラビア  
＼  

の、歴代大統領が必ず卒業式に参列するということで、多額の寄付を集めるとりうこ  

とができるのだそうです。それは▲一般の私立の大学もそうですが、寄付集めは健常者  
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の場合とは違うと聞きました。   

さて、一つ気になったことは、これは目の悪い人の盲学校でありますから、入学さ  

れると眼科医が1週間に1回とか、36週間、患者さんというか、学生さんと進行性の  

病気とかの診察含めて、診断しながら、その人の適性や方向についてカウンセリング  

をして、そして本人の意思を確認しながらカリキュラムを決めていくという、非常に  

オーダーメイド的な学校であるということがわかりました。   

簡単ですが、時間の関係で飛び飛びというか、ていねいに説明できないところはお  

許し願いたいんですが、いろんなカリキュラムがございます。日本では、目の悪い方  

というと、大抵がアンマであり、マッサージ、鍼灸師ということが国家資格になって  

います。そこだけ見れば、今、日本の専門学校がこれだけ流行ってマッサージの分野  

まで大きく展開されてくると、腔常者の方がたくさんこの世界に進出しますから、ど  

うしても目の悪い人たちだけの、いわゆる独占市場というわけにはいかなくなってい   

るのが現状です。  

そこで、ここのRNC学校ではいわゆる全人的というか、これはヨーロッパのどこで  

も通用するという資格を与えているのです。今流行のセラピストのための養成もやっ  

ているというようなことが挙げられます。  

また、スポーツとレクリエーションに関する調査ですが、目の見えない人のサッカ   

ーも専門のコーチがおり、ここが発祥の地であり、一生懸命に教育指導していること  

が分かりました。まさにスポーツ資格が健常者とのコミュニケーションの上でビジネ   

スとなる資格となって、目に障害のある学生の方々の自立をたやすくすることもわか   

りました。コーチをなさる方が非常に多いのだそうです。  

干 それから、メディアコミュニケーション技術について説明します。「ピアノ調律師の  

国家資格科」というのがありました。何をするところかなと思って、教室をのぞかせ   

ていただきました。そうすると、卒業生にピアノ調律師の方が長い歴史の中で大変多   

いということもわかりました。それから、音楽教育ということで歌手だとか、そうい  

うプロフェッショナルを目指す方が多いということもわかりました。   

それから、メディアにたくさんの卒業生の方がいます。BBC放送を含めて、科学的  

に聴覚がどの程度われわれよりも発達しているかということを、今、手元で見る数値  

がないものですから非常に説明がまどろっこしいですけれど、恐らくそういう研究を   

された方がたくさんおられると思います。「ネイチャー」にも載っているのではないか  
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なと思います。普通の方よりも聴覚が非常に優れて発達しているというところを生か  

した職業選択り余地があり、そういうメディア技術のアプローチを図っています。   

それから、盲人の方々のパフォーマンスの基礎的技術を学ぶレッスンをやっていま  

した。アートパフオ＋マンスという形で、芸術系ですけど、ダンスを習うための専用  

スタジオと教育施設がありました。   

こういうふうにアート系では弱硯の方でも絵を描くとか、それからアートクラフト  

デザイナーを目指して陶芸技術を向上させるために焼き物を焼くとか、いろいろな創  

造的経験を養うことが面白いと思いました。   

それからビジネスの方法ですが、全盲の方であるとか、全盲でない方、÷たくさんそ   

この部分は幅が分かれているところでありますけれど、ビジネスの世界においても、   

次に新しく自立した職業としてこの方々が大企業に就職できるようにするためにはど   

ういうタイミングで教育を施していったらいいか、実際に企業の方々が来られて、「こ   

ういう教育を施してくれ」ということで来られるとのことです。   

もちろんインターネット教育はごく当たり前に実施されています。それから、管理  

者養成というプログラムがあります。これはあらゆるビジネスで管理を担う人のため  

の資格を取得して管理者になるためのサービスとかベ ビジネスのチャソスを生かすた  

めの教育が専門的に行われています。  

それからあと通信教育として、ここに書いてあるようないろんなことが試されてい   

るようです。  

この学校に行く前に、パリ経由だったものですから、パリの科学博物館に行き、こ   

ういうような点字が出てましたので許可を得て掘りました。この点字は、地球の誕生  

■■ニ というキャンペーンや点字の説明が入ってたんですが、要するに、地球がどうして誕  

生したかということを言ってるところなんです。この絵にこういう透明のシート申ミ張  

ってありまして、ここに適合してるところです。これが点字部分なんですね。  

実際にものがあると、例えば絵画ですが、その形がここにさわってわかるようにな   

っているんですね。こういうサービスがヨーロッパでは当たり前になってるというと   

ころも、ちょっとわれわれとしては驚くところです。  

キャリアパスの説明ですが大学進学の 準備大学というカレッジの位置付けで見ます  

と、全盲者の大学進学グループと、弱視者の大学進学グループに分かれます。医学系、  

社会学系、政治学系、数学系、生物学系、経営学系と整理してますけど、全盲は政治  
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学系、．．法律学系、神経学系に多く行くといいます。   

英国のブレア首相の頓に、全盲の大臣がいましたが、その方もロイヤルカ｝ツジの  

出身だそうです。それから、日本の大学と高等教育進学者の雇用］犬況を比較してみよ  

うと思い、政府関係の資料を取り寄せてみたところ、弁護士さんが2名おられる。そ   

れから、医師が1名おられる。それから、大学の教員として、福島先生もそうですけ   

ど、常勤教員が20名程度。非常勤教員が10名程度ということで、結構おられるよう  

に見えますが、非常に数が少ないのです。  

日本では長い歴史の中で、目が見えなくなると働けないというような一種の既成概   

念で見られていたのではないかなと想像します。ヨーロッパはこのEUプロジェクト  

のような支援策を取って政府が進めております。  

それから、アメリカのナショナルプロジェクトの先生と目の見えない子どもの団体  

の会長さんは全盲の弁護士さんです。こういう方が普通に活躍しております。アメリ  

カと日本では法律が違うからという点はあるかもわかりません。わが国では障害者を  

社員の10％雇用しなければならないというような法律があります。政府の支援によっ  

て、たくさんの方が勉学のチャンスを得て、高等教育、高等の廟業に就くようにして  

いく方向は、これは一つ国際的な流れではなかろうかと見ております。   

もう一つ、特徴的だったのがイギリスの国家、いわゆる国の中だけに封じ込んでい  

るというプログラムではなくて、EU全体のプロジェクトとして、視覚障害者や弱視者  

のための教育、トレーニングの分野で英国を代表するカレ、ソジとして、国際的トレー  

ニングにかけても英国を代表する学校として紹介されています。EUプロジェクトとい  

うのがあり、その概念で、視覚障害者のインフォメーション施設で、持ってる触覚眼  

というのをトレーニングしているということです。ここは何をするかというとニ コニ  

チングデータやオンライン・ブレイン・プログラムを開発する目的で、そのプロジェ  

クトを指揮しますということが善かれております。これは目的ですが、原理はどうい  

うことかというと、低い雇用率、数少ない部門をトレーニングしている状況から、こ  

のプロジェクトが必要になってきたということで二ここでは、いわゆるスポーツマン  

対策をしてい草す。今までのトランスファイルではなくて、運動の選手に対する施し  

を与えようという、要するに、コーチングスタッフとして一緒にやっていこうと。「音  

声、触覚、監視コーチの促進的、協力的システムに基づき、そういうことが容易にで  

きるようになった」と。いろいろな面を勉強していて、研究期間が、ほぼ1年から2  
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牛、3年、5年とプログラムによって期間が違います。＼   

それからもう一つ、また違うタームがあります。ここでは生活のためのスキルアッ  

プを身につけるためのプライユ・ムーンコース（点字学習）、盲人のための音声触覚学  

通信教育の開発をやっています。   

それから、ここの3番目に書いてあるのも他と特徴が違いますね。これはEUをベ  

ースとした翻訳です。Eメールをベースにした味付データの翻訳や圧縮プライユ点字  

の翻訳など技術の開発。インターネットのためのツール開発。特に資料を圧縮して運  

用言語に翻訳する技術の開発。こういうことを勉強しているチームが翻訳すると、イ   

ギリス、イタリア、アイルランド等でこういう仕事が発生する。こういうところがメ   

ンバー、パートナーとして、雇用の促進に役立てられる仕組みになってtlます。   

この概念もまた違うところですけど、これはSOCRATESSEE－ⅥPという視覚障害者  

や弱視者のためのEラーニングに対応するプロジェクトです。いわゆるインフォメー   

ションテクノロジー、インフォメーションコミュニケーション、というようなことを   

インファイルしているチームで、これもまた非常に多いのです。   

5番目のEラーニングの場合はトレーナーをどういうふうに養成するかという専門  

的な開発を行うプロジェクトです。   

それから、6番目のLEONARDOEJYESはまた概念が少し違うんですけど、Eラーニ  

ングのプログラムの創造と管理・運用のためのプログラムです。だから、Eラーニン  

グだけでも三つプログラムがあるんですね。   

それから最後に7番目ですけど、これは「′n」と書いてあったんで何のことかよく  

わからなかったのですが、実際は、絵図を触ると音声で答えてくれる教育教材です。   

これを筑波大学に、3台買っていただいたと言ってました。それからどこでプログラ   

ムされてるかとい．う七、これはアメリカでできたプログラムをイギリスがお金を払っ  

て、ロイヤルカレッジでプログラムにしているということです。   

これは、今、われわれの見方で一つのEUモデルとして見るとどういうふうに見え  

るかという図です。さて、まとめますと、一つは、さっき言いました視覚障害者イン   

フォメーションテクノロジーのための音声と触覚学。二つ目が、視覚障害者トレーニ  

ング教育のための音声触覚学の通信教育の開発。それから三つ目が、EUをベースにし  

た翻訳サービス。四つ目がこ相互作用ウェブベースを通じて視覚障害者に、弱視のた  

めのEラ′－ニングプログラム。そのための教育の助成をする。そして、図の六つ目が、  
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その1ための管理・運用をやるための新しい手段の開発。七つ目が、全体をプログラム  

運用するようなプロジェクトというかたちで、EU国内の中で動いています。   

ということは、日本、韓国、言葉は全部遠いますけれど、何らかのかたちで高等教  

育をやろうと思うとどうしても僕らの感覚では、硯覚障害教育においても英語という  

ある一定のベースでのトレーニングは避けて通れないと思います。つまり共通語の言   

語をベースにした国際的な教育研究は避けて通れないように思います。   

今回RNCに行ってまず最初にいただいたのは、健常者用のパンフレットです。私た  

ちが普段目にするパンフレット 。これぐらいの厚さでした。8ミリほどめ厚さの普通の  

A4のパンフレットです。それからもう1冊は、「ぜひ持って帰ってくれ」ということ  

で、世界中から親御さんが子どもさんを連れてこの学校に来るので、目が見えない方  

のための同じパンフレットが用意されています。それは点字でできているんです。厚  

さ15センチぐらいあるんです。それを同時に渡されたのです。そういうような徹底し  

たサービスといいますか、これは同じパンフレットです。そろそろ最後のまとめに入   

りたいと思います。   

先日機会がありまして、筑波技術大学を訪問させていただきま・した。視覚障害者と  

聴覚障害者のための国立大学猿人、日本で唯一の大学です。そういうことでt、ろんな  

技術開発もさることながら、学習の状態も見せていただきました。   

視覚障害者に限りますと、この学校で受け入れているのは保健学科と情報システム  

学科があって、鍼灸学専攻と理学療法学の専攻であります。先ほどのRNCのほうを見   

ますと、アートまで含めて文化・芸術の範囲と科学技術の範囲と、そのような一種の  

融合するような幅の広い全人的な教育をするところと、即戦力になるにはこの分野で  

てぁろうと蔽った教育をしている分野は非常にわかりやすいと思います。たキ、一視覚障  

害者であっても、われわれが黒板を使って、紙で教育を受けてきた時代と違う学生さ  

んのリテラシーがあるのです。それはデジタル機器がたくさん増えてきて、普通に学   

生生活を送っていて、あるときに、だんだんだんだん弱視になって目が見えなくなる   

ということもあると思います。   

だから、このデジタル機器、デジタル文化が相当進化している中での学生生活とい  

うのと、われわれが過ごしたような時代の学生生活というのは、当然リテラシーが違  

いますから、それに合った新｝い学習道具、ツールの開発というのが当然出てくるニ  

ーズであろうと思います。そう 
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これは厚生労働省の数字から抜粋したものを参考に厘べています。特に視覚障害者  

の障害発生の表を見てみますと、大体ここに出ていますけど、恐らく80％ぐらいは18  

歳を超えてからの障害をお持ちになる方のように見えます。数で見ますと、やはり18  

歳以上、後年40歳以上になってから急に数字が増えるご病気もあるようです。  

こういう論理で見てみますと、中途視覚障害者を含めた人たち21万8千人というこ   

とが推計されているようですから、やはり教育をするということは社会参加を促すわ  

けですから、社会参加を促すためにはやっばり補助してあげているというのも大事で  

すが、今の時代に合った支援サービスのやり方があると思います。   

これは自立訓練の訓練事業というかたちで実施されているということですが、やは   

り聾盲者ということになると弱者ということになりますから、一般の国民的な啓発も  

必要になってくると思います。「雇ってください」と言ってもなかなか雇わない。なか  

なかご職業にありつけない。で、当然のことながら生活保護を受けることになります。  

目盲連等の皆さんのインタビューを試みたりしましたけど、実際のところは、お仕   

事になかなかありつけない状態の方が多いというふうに聞いております。  

それで、今日のテーマでご ざいますけれど、シームレスに教育から職業訓練までつ  

ながりますと、予防から治療とその後のケアーまで全体がバリアフリーにつながるよ  

うな感じがします。これがシームレスに流れていくことが、われわれにとっての今日  

的課題かもわかりません。さっき加我先生もおっしゃったように、眼科は眼科、耳鼻  

科は耳鼻科と縦割りになっていますから、なかなかその間を聾盲者の場合行き来でき   

ません。   

さて、駆け足で説明しましたが今日の基調講演の品格に合うかどうか甚だ疑問です  

が、○私の提案としては、やはり新たな社会基礎づくりとして、感覚器分野もイノベー   

ションが必要であると思います。ではなぜ必要かというと、今まで目が見えていた人、   

音楽もやっていた、それからお芝居もよく見に行っていた、感性もなかなかセンスの   

いい方だという方がおられた。そこでたまたま、目が見えなくなったとしますと、そ   

の方の今までの生きてきた人生経験と、その方の性格や、人間としての尊厳性とか考   

えると、ご職業がやはりあんまやマッサージに限られるというふうにはとても言い切   

れないのです。   

今までコンピューターにかかわってコンピューターの中で生活をしてきたそり世代  

の方々が大変不利益を負うこともあるでしょう。これは、ハイパーフィギュアという  
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言葉のことで最近、電通が表現しています。1980年代の初頭ぐらいから、ゲームに親  

しんだ世代の方が中高年齢になってきている。そういう方々がたくさんおられて、今   

の日本のデジタルの高額商品を買われる方はほとんど中高年齢世代なんです。若い方   

ではないのです。そういうところも含めて、新しい多様性に富んだ創造をするような  

イノベーションを、私はRNCを見て感じました。   

非常に私の頭の中では、デジタルということで何かすごい教育をやってるのではな  

いかと思いイギリスに行きました。意外や意外、ベーシックなところではきっちりと  

職業というか、人間の幅や適性に合った、それから、感覚障害の中セも視覚障害者の  

今までの歴史の中から学んで、聴覚が非常に優れているというところを生かした職業  

をたくさん開発している。そのトレーニングのツールはコンピューターでしたが、好   

きな人だけがデジタルで何らかをやってるというようなことはなかったのです。   

ここまでお話し・ましたように、イギリス国内にとどまらず、EU全体としてこの問題  

を共有し、そういう人たちが行き来できる環境を作っているというところが非常に大  

きな特徴であったように思います。   

従いまして、今日の会議に相応しいか否がわかりませんが、私はこの分野も新たな  

社会資本として、多様性の時代の創造を担えるイノベーションが必要ではないだろう  

かというふうに思います。ご清聴ありがとうございました。  
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・収入：15億円  
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リ且ミ  1Lブこ宰て・一宇▲名  

・【ト ドシスγ、エ／ン  

1てごl’・江≡芦巳望ま「凱野澤黒川は  

と三雪．て，三文準こモ．一′ヱT艮†まわ几  

2．SDC尺ATESA仲沢¶註  
顆子・雫美USD√mtヒ告ドリllモー  

目的：   キ軍貨巧帯トレーニンプ、や帝のナ・めの笥荘拇蟹撃のご至甥存   

＿  均栗巧者帯、電卓叛者に狸寛げ体を含んだ満場無常データ蚕声ミ一吉すろ照の愕笥モロ究、辞儀する 
・迷こ苫ざ巧において音声如一己牽知嚢声の準閂を可匪にする薫切なシステムを開発rる 
声皇杏符において3柏の埋了三洋けサケ■」的葦曾を汗摸する．  

・ヨ一口ツハ内において普ダフ宰賞辞ラ雲壊乱データを作成すろ上でのjt通ガイドヲイン取り決め   
・ニ温行中の事すは狩らの／ニめに；挙行されろ＝とを窪畏するナこ〟〉に甥史的な充（云プログラムを作成する．   

原］王 
視覚叫芥萄にば甥覚銀体イメージにアクセスする手段はなく、これは竿常道栂に如、で、－絹に噂門的 な更撲のない速一票無常隻筆者6．不実上不粥である この脛読はすペての字汗議蝮における公平零ア クセスと㌍厩吉和つろリスホン・アシェンケと待▼資すろ．このブロシュクトの手管なH牒とfiろのは削斉救  
円フロクラムでごエ告1寸ろ凄貰ガ首斬であろ  

窪畏をき言責実学発だ雪Z謹葺毒三三貢ぎ聯宣誓いるシステムを簡素することn批嬉慕祉た方  

亡Uパートナー  

・Tト¢RoyalNa滝「∂lC8F芦喝8b＝he白l】巧d一再0柑b7d兵桝  
・Dqb！爪C吋Urりl・0′Styダブリン アイルランド   
・180S－He！Tr岬デンマーク   
・SREP・プカレスト ルニマニア   
・BFl－Gmヱ⇒‾－ストリア   

・抽加節用用†P話V沼Pav治イターノア  
鞘間 2008日O～2809伯情定）  

原理＝  

登選架設㌣滑空崇搬壷裳祭讐紙麦璧宣誓畠毒紺豊紹硫蔑雲  めの 
eラーンニンウは不実上，罪繁され軽けているかもしれない エ倉Jl釣埜！肯はモ賢らのキャリ   

ア肇ごγのると同期こぼらをむ、片不‡？巨誓付食、撞秤1b基誉支撲の結中ら誉はそ三厩へと移行   
させろことてある∧   

成熟 
骨ド）お覚婚Ⅶ装選の革鉾軋敦苛的システムに其づき次のコースが彊入され身苧蛭されてい   

・スポーツマッサージ  
・食品軍生、＆性的蟹！翌法  
・晶手淫的コンヒューター努：雲璧  

・オンライン緊鋸・レーニング   

・∈Uパートナー：   
・TheRoy8＝りa紬n白IC◇”咤e他州1eB】】nd－Heガ打d英国  ▲   
・E肝W－Dりrenドイツ   

・E－tSOTISアテネ ギリシャ ′   

・N8liOna†C8un己l†0「机eBl爪（ゴーダブリンアイルランド   

・Rトj旧バーミンガム 茶托   

・Tacl呵Fr・⊃dsh副▼l英民   

・∨】S忙トApeld00rrlオランダ ・  

・期間2飢胞10～之008J9（予定）  

ー29一   



4二一SOCRATESSE∈一VIP  
封汚 SncratぐSGrundソig，  

目的相方輌ウ1フベーね開畢胤二〔職印甲・繋附のたの！羊汚－ニンメ甥菓の郁遥   ・■壌や‾8耳訂の寧汗のあ王1三千分l写  

・rニンニンウニ1－スのナ㌢ノ鼻ニラム千明I∈化する   

・巾差引■ヲ吏≡CT！l醜珊ザ■〇nCcm¶じ〔亡れ仁王丁由∩〔咽／）と霹1日塊  

≦：I：－1て」てeう一ンニンケの句粍作  

原理華Tli千手和＝とつi佗丁仲：．、ラ左裾絞の慣用可軋ま休云左ること如にオ軒あも、ICT．まよな   
珊誓禦誓弊結舗弊しぎ弱讐誓品等書こ豊里禁漉き竺鼎幣㌘  
こ亭持て．うる  

成果 インプ〃一シ「ンマトジルト・茶読群雲・画一ンチグ2∃」如亀・   
・ロうこンモンケ鳩やとよ亨だ羊Jく－の宰相  

EUパートナー・  
・Th三和ソ∂り」月tご1コIC酢瑠惇bl卜■打一〔d一誌丁モ  

3ミRO巳08RAl⊥しE  

紆■彗 亡トT■1n  

目軋・  和知頭摘’〉e11∈メールをべ一スとしたト！エ町サービスでちり．′－ル酎寸データの稗訳や圧搾フライユホ  

芋のl軍票．代印た！仝への声望  

、′く一トーナーるノユ。、！に士3けろ馳七○雷用てeサービスマーケソトの可転住を分析する．  

・忙I緊のハー十ナー5力rでのユーザー；［〇人に代めC8†夢≡ねサービスの′くイロットテスト声1子う  

・このづ－ヒスの解り、雪つ煮一子¶の吹こP【二ついて、ビジネスプランの帽誓書賃．   

成井  
・灯Fほ圧搾プライユ鵡字T＝押鮮  

・々r；を轟J巧二打抑＝声望  

・文カを甥電プレイユ′けlこ鰐倍  

・鱒1；うェニ㌢：ク】蚤つ，ニヂごいて文辱をた化させる．  

・プレイユ′1：ブニ又8タ††崇のプレイユ文字声たに佗†Cさせろ  

・分写二され／二丈手鼻さらに一三ガイ亡ナろ．  

EUパートナー  

・丁トゥR厄7がM高閲・む喝e†c・†扁自【rd－ドさ■el即d薫閏  

・ユ～手C：a～OneN∂Zlつ◆1こl！ウSしbJe∃e「Tlイタリア  

・Fわー・し㍗∂【Courこす白rt毎E】1」一ケツリン アイルうンド  

イ山●＝叩－∧sち○こ∃tけ〔eナHcし！「ヨ！〝l†Ⅶ＼′～5∪ユ：㌻yh¶Pネ＝町dアイルラント  

汗℃汀1フ∩ス  

・CID∈F jポルトガル  

杯q Zこご研0－2〇〇ちJさ〔予定）  

S弓C辱；sFわ¢「VJ－はChl††eV・5さゝで「yドイツ・CommJrヽ′Jy亡JG押bH∴  

「与！：1：！S：e－m訂ントG′ユ三 才‾－ストリ7  
ごぞ∫ろ フ／ンうンド  ■■」仁，・Tlで2ぞ∫ろ フ／ンランド  

・rL．l√、・こ叫r・ヨ5．▼．き・kC＿付′1G一雨H－m川m．ドイツ  
F岬「，S加〔51才‾臼ra！輌√8スロ′くキ丁   

．「「．ごセF．   

・ヰ〔スて「Jjlロゼ与FI、」しe：ヒ乍11「1’e5！RF【、ロつ・Ta】「∩ エストニ7  
「ヽく亡〇Rぐトぐ・⊃UJて．・ハ・ヲてど月三1ヽノ：nrしさ．1ノ・nrこl  

期間2005／11～2007／10（予定）．  

5．1．ENA鱒DOECOVIP  
田二千【一色O－1ardo  

目的：eラーンニング指弾員と，Cllレイナーのためのルーニングコ⊥ス  
原理：eラーンニングコースの指導員とICTトレーナーの 

成果：eラーンニンクコーチのヨー｝ロツ′くネサワーウのための郡実上基嶺  

を制作する。  

・許無肋なコースの開発と評価  

・∈∪パートナー  
iatCo】l聯－orlhe釦nd一茶同  

a－「‾フランス 

・SOSVIJニホーランド   
・ARしA－フィンランド  

期間200馴卜ioo鋤0（予定）  

6上LEO目鼻RDOE－YES  
曾ミ1こ L⊂8n∂rり0   

日的eラーニングプログラムの創造と管理運用のための新規手段の開発  
成業 視覚滑害肴が拉什したツールの開発  ・E 

－Yesplal†omlオンラインコースを管理、供韓するソフトウェアシステ皐  
りく－チャルスタディグループ、教案の制作  
・E－Yesc（】UrSebu亜e一つ†‾－サリングッール   

∈Uパートナー  ●鼎d－英国  
濫嵩慧崇胃首ごg言訂≡鳥篭苫叙富㌫霊ご∴。e．∨．＿ドイツ   
・Landesjn至桓柚eNeueKomnl川冊帽t加SWege－ドイツ   
・Meckle11b．【けgVo「PO111nlene．∨，  

■ 
ランド  

期間20¢8日l～2¢○即10（手動  

－30一   



鰐曙  十↑ 又ま 巴ヨ靖  十Il U上り  0－ヾ ■ミ  A  t  lillへ1う  虞  十十十↑l ●  亭！■u 上  不It   

■ t■  pl            ▲3    ▲○   ♭l   

文通■℡  
『qHご￥  

曇∩事竹  lj          ～  
tl¢・11¶  

11犬  

書ゞ・■■  ユ    i  

●■1■t  ～  

誉刀斥ち      ！々            lウ   う   
よサ丹，ワⅥ   

十小  
tのつ  

不弓I    ？  

不匹          1  ll  

梓1耶の真て四捨五入しているため．鮒触と内辞去t一缶Lない■に腎書くlささい．  

緊rO■以上‡hは†不♯ほ欄く．  

8空▲触■書靂■胴†l岬  

叛l一叢の鵡J†♀は、雇主賢一l葡が岬規  
11年8月に貰托し事し「＝「禽Il爛1．1！▲  

令文男鱈露Jのt！音ほ十「罵手Jま5材Ii  

か二等悍）ヱ、ら．伝ての欄サツリり訂  

付さ丁亡7－ク¢lll＝．たむrノJ  

巨L些証！l雅Å馳岬  
【割開著】   

0 雉■量漕全雷｛7上で、鼻体櫨t・生計■力の■汁・内上■のため、一文の薫けが由勲●体■▼肴  

「（¶－入覇■鰹；輝警聯；耕し／三村モーづヤこ◆㈹董蒼ぺわI一行▼モ廿るfヤニー書体網り）†ビリデニジ盲ジの’   

■鱗や鼻体■tの欄欄・岡1などの貴ばが個賽なホ  

；㊤甘・ろう■■鍾手機を嘩★した廿であって、ホ互生活をtむ上で、■捧■■の■けt書■などの責撫が血書な  

【サービス内戦事】  【人■t■】  

0 サービス▼」tl伴■ bOtL上（l人以上雷h）   

【暮＃に上手内生■斗1tt■■り  

0■h■■．pT．0丁．竺詩文■■のモー8I抜上   

・■■■■ l人山上tb   

・PT．OTカー亀nt爽廿仁1轟．寸hちI：代1て■  

t■l■重たTす塵こと出てたも，   

■ ＝Jえ塩入 りい上1む  ■■    ！脚’＝▲る自立■■（■竃■繍‖  

●鱒事由】皇や作■慮：丘■の｛陣的リハビリ  

テーションや、8罵蜜！片上の町托交兵曹を舞騰，  

● 男縄による研けき訝粥としつつ，偶緊貢‡上！†  

斉の轟特昭闇黒属じ．1カ門によ更かlけタ絶7J命  

†〉せ．  

● 鞠円書ごとに．疇犀川l騨く18γ月）内で椚爪  

巾▼■¶T．  

・■事¶■■叩■■■】■董■惧tの95ヽ響  

一 事■雷■由カ■雪■」■■t餅■J■■■事糧●H町軋上  

l■lt■舟  

－31－   





第5回感覚器研究会「産学官＋患」連携東京会議   

感覚器（視覚と聴覚の両分野）臨床と研究の21世紀  
～融合領域研究の課題解決とブレイクスルー～  

東京医療センター 臨床研究（感覚器）センター 記録集No．1  

監修 力l］我 君 孝  

行／平成20年（2008）7月  

発 行 人／加 我 君 孝  
発 行 所／独立行政法人国立病院機構東京医療センター  

臨床研究（感覚器）センター  

〒152－8902東京都目黒区東が丘2－5－1  

T E L：03－3411－0111（代表）  

03－3411－1712（直通）  

F A X二03－3411－1712  
E－mail：／／kaga＠kankakuki．go．jp  

kimikaga－tky＠umin・aCj  

所／株式会社 学術社   
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